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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成28年2月25日(2016.2.25)

【公開番号】特開2015-137589(P2015-137589A)
【公開日】平成27年7月30日(2015.7.30)
【年通号数】公開・登録公報2015-048
【出願番号】特願2014-9573(P2014-9573)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｍ  37/10     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  37/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  37/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｍ   37/10     　　　Ｊ
   Ｆ０２Ｍ   37/00     ３０１Ｌ
   Ｆ０２Ｍ   37/22     　　　Ｇ
   Ｆ０２Ｍ   37/10     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月8日(2016.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料タンク（１）内の燃料を燃料供給対象（２）に供給する燃料ポンプモジュール（１
０）であって、
　板部（２１）、および、前記板部の外縁部から筒状に延びる筒部（２２）を有し、前記
筒部の前記板部とは反対側の端部が前記燃料タンク内に位置し前記燃料タンクの鉛直方向
下側に形成された開口部（３）を塞ぐよう設けられるフランジ（２０）と、
　前記筒部の内側に設けられ、前記燃料タンク内の燃料を吸入する吸入部（３１）、およ
び、前記吸入部から吸入し加圧した燃料を吐出する吐出部（３２）を有する燃料ポンプ（
３０）と、
　面方向が前記板部に対し平行となるよう前記板部と前記燃料ポンプとの間に設けられ前
記吸入部に接続する扁平の第１フィルタ部（４１）、および、外縁部が前記第１フィルタ
部の外縁部に接続するとともに前記第１フィルタ部と一体に形成される扁平の第２フィル
タ部（４２）を有し、前記燃料ポンプに吸入される燃料に含まれる異物を捕集可能なフィ
ルタ（４０）と、を備え、
　前記フィルタは、前記第１フィルタ部と前記第２フィルタ部との成す角（θ）が所定の
角度になるよう形成されていることを特徴とする燃料ポンプモジュール。
【請求項２】
　前記燃料タンクに取り付けられた状態において、前記第２フィルタ部の前記第１フィル
タ部とは反対側の端部は、前記燃料タンク内に位置することを特徴とする請求項１に記載
の燃料ポンプモジュール。
【請求項３】
　前記第２フィルタ部の前記第１フィルタ部とは反対側の端部は、前記筒部の外側に位置
するよう形成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の燃料ポンプモジュー
ル。
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【請求項４】
　前記フィルタは、前記第１フィルタ部と前記第２フィルタ部との成す角が鈍角になるよ
う形成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の燃料ポンプモジ
ュール。
【請求項５】
　前記第２フィルタ部は、前記第１フィルタ部側の端部の幅よりも前記第１フィルタ部と
は反対側の端部の幅の方が大きく形成されていることを特徴とする請求項１～４のいずれ
か一項に記載の燃料ポンプモジュール。
【請求項６】
　前記フランジは、前記筒部の前記板部とは反対側の端部から前記板部側へ向かって切り
欠かれるよう形成される切り欠き部（２２１）を有し、
　前記フィルタは、前記第２フィルタ部が前記切り欠き部に当接するよう設けられている
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の燃料ポンプモジュール。
【請求項７】
　前記筒部との間に前記第２フィルタ部を挟み込むようにして設けられ、前記第２フィル
タ部の前記筒部に対する位置を保持可能な保持部（５０）をさらに備えることを特徴とす
る請求項１～６のいずれか一項に記載の燃料ポンプモジュール。
【請求項８】
　前記保持部は、前記フランジに設けられていることを特徴とする請求項７に記載の燃料
ポンプモジュール。
【請求項９】
　前記燃料ポンプを収容するよう前記筒部の内側に設けられるハウジング（６０）をさら
に備え、
　前記保持部は、前記ハウジングに設けられていることを特徴とする請求項７に記載の燃
料ポンプモジュール。
【請求項１０】
　前記保持部は、前記ハウジングと一体に形成されていることを特徴とする請求項９に記
載の燃料ポンプモジュール。
【請求項１１】
　前記第１フィルタ部の内側または外側に設けられ前記第１フィルタ部の外形を保持可能
な第１骨部（７１）、前記第２フィルタ部の内側または外側に設けられ前記第２フィルタ
部の外形を保持可能な第２骨部（７２）、および、前記第１骨部と前記第２骨部とを接続
する接続部（７３）を有する骨部材（７０）をさらに備えることを特徴とする請求項１～
１０のいずれか一項に記載の燃料ポンプモジュール。
【請求項１２】
　前記フランジは、前記筒部に形成される被係合部（２５）を有し、
　前記骨部材は、前記被係合部に係合可能なよう前記第２骨部に形成される係合部（７４
）を有することを特徴とする請求項１１に記載の燃料ポンプモジュール。
【請求項１３】
　前記フランジは、前記第２フィルタ部の外縁部を係止可能なよう前記筒部に形成される
係止部（２６）を有することを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の燃料ポ
ンプモジュール。
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